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第一回 埋伏歯保存治療のストラテジー
―含歯性嚢胞を糸口として―

近年、下顎第二大臼歯と第三大臼歯の重積状埋伏症例が散

見される。文献的には、下顎第二・第三大臼歯を抜去する

治療が報告されている。矯正治療の視点では、下顎第二大

臼歯あるいは第三大臼歯を抜去し、第三大臼歯あるいは第

二大臼歯を保存する治療が報告されている。

この重積状埋伏において、下顎第二大臼歯が水平埋伏する

原因は不明である。下顎第二大臼歯は第三大臼歯と異なり、

単なる萌出空隙不足で近心傾斜したとは考え難い。

このキーワードは萌出嚢胞であろう。萌出嚢胞は歯槽粘膜

に発生する嚢胞で、ある種の含歯性嚢胞である。

ただし、萌出嚢胞は萌出間近に発生し、自壊し自然萌出す

るため見過ごされる可能性が高い。含歯性嚢胞とは発生時

期が異なるだけで、いずれも貯留液が蓄積し、内圧により

埋伏歯は近心傾斜することがある。つまり、下顎大臼歯が

近心傾斜する一つの原因であり、的確な診断が行えれば、

重積状埋伏を予防できる可能性が高い。

今回、萌出嚢胞と含歯性嚢胞、萌出方向異常による埋伏歯

の原因と治療法を考察する。あきらめていた埋伏歯に、保

存の可能性があることが伝われば、望外の幸せです。
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下顎第二大臼歯の萌出嚢胞（左から11歳、12歳、13歳時）
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●下顎第三大臼歯のアップライトと下顎管　　　　　　●上顎犬歯による前歯歯根吸収の対応法

●根尖屈曲埋伏歯は矯正治療可能か　　　　　　　　　●下顎小臼歯の萌出方向異常の原因　

●上顎逆性埋伏歯の原因と矯正治療法、および歯根弯曲のメカニズム
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